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信機能的機械構造・メカニズムのデザイン 

～ 高齢者福祉支援への応用 ～
●キーワード● 高齢者福祉、統合設計、運動・コミュニケーション支援

　機器や装置の機能に加えて、見た目やデザイン性の両
立が、装置の円滑・安全な利用において、重要となる場面
があります。
　近年、高齢者介護においては、認知機能や運動能力（筋
力）の低下防止が課題となっており、そのための 「運動
介護施設」が増加傾向にあります。
このような施設では、利用者のモチベーションの維持・
向上と、施設内の安全確保とコミュニケーションの円滑
化の要望がありました。
　これを実現する装置設計を、民間企業との共同研究と
して受入し、当研究室（機構設計）と橋本学研究室（教育
学部：プロダクトデザイン）との連携により、外観と機能
の両デザインを統合した高齢者向けトレーニングマシ
ン（図１）を提案・設計・試作いたしました。
　特に、「ぬくもり」「意欲向上」などのコンセプトを素材
や色で実現すると共に、利用者同士や運動指導員との目
線を遮らないよう高さを抑えた構造・機構設計を行いま
した。また、「無理なく」「継続性の高い」運動負荷を提供
するために、従来のおもりを持ち上げる構造を改良した
新たな負荷発生機構を提案しました。
　本試作機を用いて、安全な運動負荷提示および運動量
評価手法の確立・検証を進めています。
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研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　色や外観形状の実装と装置・機能の機械システム
としての実現を、異分野融合により両立し、プロトタ
イプ製作を行っています。

　高齢者や児童福祉のみならず、産業・労働現場等に
おいて、装置等の機械化と使用者心理にもとづく外
観や安全機能のデザイン融合を必要とする分野との
連携を期待します。

関連する知的財産
論文 等

図１： 小型化および機能集約化した
                                    高齢者向けトレーニングマシン
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自動車運転行動の異常・逸脱性と危険認知能力の分析 
～ 人と自動車の安全・安心にむけて ～

●キーワード● 時系列行動データ、信号処理、危険感受性

　交通事故を減らし、自動車による安全な移動を支援す
るために、カーナビをはじめとする運転情報の支援に加
え、ブレーキ操作支援などの先進安全装備や自動運転技
術の実用化が進んでいます。 
　一方で、操作する装置や支援情報によっては、ドライ
バの負担が増加する可能性や、従来の運転感覚や安心感
との違いも懸念されています。
　これらの新技術をよりよく用いるために、各装置と人
間との信頼関係の向上が必要と考え、本研究では、運転
行動のセンシングと情報・信号処理によりこれらを達成
する手法を検討しています。 
　その一手法として、ドライバの連続する運転行動を時
系列モデリングの手法にもとづきモデル化し、逸脱性を
判断する技術を開発しています。本研究ではドライブシ
ミュレータ（図１）を用いた運転行動計測によって、モデ
リングの有効性や飛び出しなどの緊急時（異常状態）の
反応検出性（図２）を検討しています。
　将来的には、運転環境に対して危険を感じる能力や運
転適性の定量評価を目指しており、先進安全装備の感性
評価や、搭乗者の安心・快適性向上にむけた動作設定へ
の応用が期待されます。
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アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　連続的な人の運動の異常性・逸脱性を、簡易な数理
モデルにより実時間シミュレーションしながら分析
できます。

　自動車運転に限らず、人の行動・作業に着目し、そ
の安全性や、技能評価・技能伝承などへの応用を目指
す分野やサービスとの連携を希望します。

関連する知的財産
論文 等

図１：ドライブシミュレータを用いた運転行動計測

図２：飛び出し刺激への対応行動の検出
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